
Ⅰ 

1. 防護服を着用する手伝いをしてくれた人が，あなたの名前と役割を赤のマーカーで白い防護服に書いてくれる。

というのも，それほど防護服で身を包んでいると，誰だか認識することができないからだ。 

2. 個人用防護具はすでに希少な上に，飲食や排泄のために一度脱ぐと取り替えなければならないものもあり，高

くつくということ。（58 語） 

3. ついにマスクを外すことができ，マスクを肌から引きはがすとき，マスクによって鼻にできてしまった出血す

る切り傷から激しい痛みがする。 

4. 家の中にウイルスを持ち込んでしまう危険性があるから。（26 語） 

 

Ⅱ 

1. 数百人の高齢の被験者を対象として，ドイツの研究者たちが見出したのは，若い頃から毎日 2 ヶ国語を使用し

てきたと報告した被験者の方が，1 ヶ国語しか使用しなかった被験者よりも，学習能力・記憶力・言語能力・自

制心のテストでスコアが高かったということだ。 

2. 参加者：(a)59 歳から(b)76 歳までの(c)746 名 

結  果：(d)13 歳から 30 歳，あるいは 30 歳から 65 歳の間に第 2 言語を毎日使っていた 

と報告した参加者は、それらの年齢時にふたつの言語を使用していなかった人に 

比べて、(e)言語能力・記憶力・集中力・意思決定能力で高い得点を示した。 

3. もし研究者が，毎日ではなく，週に一回あるいはもっと低い頻度で第 2 言語を話していたのかと被験者に尋ね

ていたとすると，結果は違ったものになっていたかもしれない。 

 

Ⅲ 

(1) Food is indispensable in order to grow and sustain life, and healthy diets prevent diseases and help (to) promote 

health. 

[別解] People have to eat food (in order) to grow and sustain their life, and healthy eating habits lead to the 

prevention of diseases and the promotion of their health. 

[別解] People need food to grow and support life, and they have to stick to healthy eating habits (in order) to 

prevent diseases and keep in good health [stay healthy / keep fit]. 

(2) Diets also have great social meanings [importance / significance] closely related to family connection and religious 

festivals. 

[別解] Diets are also quite important socially in close relation to family bonds and religious festivals. 

(3) These events have made people more sensitive to the quality of food(s) (which / that) they choose to eat [the 

kind of food(s) (which / that) they choose to eat]. 

[別解] These life-threatening events have caused people to be more sensitive to [more aware of] what kind of 

foods they choose. 

[別解] These public health crises have increased [raised] people’s awareness of what they choose to eat, 



 

～講評～ 

Ⅰ：「コロナ禍の医師の大変さ」を語る、NEJM（The New England Journal of Medicine）の記事であった。英問に

変化し、例年は和訳 3 題＋説明問題 1 題だったところ、和訳 2 題＋説明問題 2 題になっていた。昨年度よりも

かなり取り組みやすい英文で、構造の難しい英文もあまりなかったため易化したと言える。和訳問題では、文

脈を捉えてきれいな日本語で表現できたかが得点差になるだろう。 

Ⅱ：「バイリンガルであることがもたらす利益」を述べる英文であった。「バイリンガルであることが認知的に脳に

良く、認知症の発症を遅くする」という内容に関しては、2023 年度の関西医科大の後期試験の大問２とかなり

趣旨が似ていた。例年、和訳 3 題であったが、和訳 2 題に研究の説明問題 1 題に変更されていた。説明問題は

該当箇所も見つけやすく、問題のリード文に照らし合わせて苦も無く答えることができた。和訳問題も易化し

ていた。 

Ⅲ：英作文問題。こちらは例年と変わらぬ出題だが、少し分量が減った印象を受ける。出題されているような「健

康」に関する基本的な言い回しは、どれも受験生には基本事項として知っていてほしいものばかりである。こ

ういう話題の作文をどれだけこれまでに書いてきたかによって、表現知識の差が出るかもしれない。 

 

大問構成に変化はなかったが、大問Ⅰ・Ⅱで出題形式に若干の変化があった。とはいえ、大阪医科薬科大志望者に

とっては十分対処できただろうことに加え、易化の影響からあまり差がつかないか、あるいはミスしたものが振り

落とされる試験になったと想定される。大問Ⅲの英作文もかなりの程度で受験生に寄り添った出題なので、こちら

もミスによる減点の数が合否を分けることになるだろう。合格には 75％程度が必要だと思われる。 

 

 


